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光の当たり方によって、色が 

緑からピンク、赤色、茶色な 

どに変わって見える多色性を 

もつ。 

硬度は7.5と石英よ‘) 

かたく、ガラスのよう 

な光沢が見られる。 

イタリアで産出 

した紅柱石。 

ブラックライトを当てると 

黄色がかった緑色の蛍光が 

あらわれる。 

こう ちゅう せき 

紅柱石日 
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~ スペイン南部のアンダルシア地方で最 

I 初に発見されたため、アンタルサイト 

~ という鉱物名がつけられた。一方、紅 

~柱百という和名は、赤くて柱のような 
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結晶の表面に雲母が 

できていたり、石英 

や電気石、コランダ 

ムと一緒に出てくる 

こともある。 

岩石の中に四角い柱 

状の結晶で見つかる 

ことが多く、この結 

晶ははがれやすい性 

質がある。 
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魔ょけのお守り 

熱に強い性質をもつ紅柱石は、耐火用のセラミクス原料とし 

て利用されている。また、紅柱石の仲間にチアストライトとい 

う珍しい鉱物がある。この結晶を薄くスライスすると、黒い午 

学棄のような模穣が見えることから、魔よけのお守りとして使 

われていた。 
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‘カッティングがほど 

こされたブラジル産 

の紅柱石。 

トドロップ型にカッ 

ティングされた紅 

柱石。 
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スペインこ 
最初に紅柱石が発見 

された。 

イタリァ“ 

ふくしまけA ながの けh 

‘福島県や長野県など 

で産出する。 

北部を中心に産出する。 

▲石英に含まれている紅柱石の結晶。北イタリア産。 

ブラジル■ 

紅柱石の産出量が多い。 

▲カッティングされた紅柱石。 
ふく せh コ、 

中に含まれる黒い石墨が 

はっきり見える。 


